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1－1．ことばへの関心を高め、生徒の知的好奇心が発展的に広がっていく題材内容を選びました。

・ことばの教育、国際理解教育、人間教育を基本とし、生徒の興味を喚起して知性や感性を育む内容を掲載しました。

・身近な話題（日常生活、学校生活）、ことばと文化に関する話題（日本文化、比較文化、言語と民族の問題、非言語コミュニケーション）、現代社会の諸問題・話題（地球環境、平和、国際協力、人種差別、障害者、先住民族など）、科学や芸術の話題など、最新の話題から必須の題材をそろえました。

1－2．コミュニケーションという観点を重視し、言語の使用場面と働きを明確にかつ多岐にわたって設定しました。

・「本課」では対話、スピーチ、レポート、レクチャー、インタビュー、Eメール、学校新聞、ディスカッション、物語など、題材の提示形式に変化をもたせることで、題材に関する興味を高め、生徒の理解を効果的に深めることができます。

・「Enjoy Communication!」では、日常会話の基本表現の中に言語の働きが系統的に配置されています。

・「朗読教材」としての題材を盛り込みました。掲載されている朗読時の手引きを参照・実践しながら、音声面での豊かな表現力を養うことができます。

2－1．語い、文型・文法事項、教材を精選し、カリキュラムにゆとりをもたせると同時に、授業計画に柔軟に対応できる構成です。

2－2．中学校学習事項における基礎・基本の徹底と、高校新出事項の段階的な習得が可能な構成です。

・教科書全体の導入として「Get Ready!」を設け、中学校からの学習がスムーズに行われるようにアルファベットや単語・日常会話から復習できるよう工夫しました。

・全体をPart 1とPart 2の2部構成としました。Part 1では中学既出の基礎・基本事項に徹し、Part 2では中学の復習と高校新出を織り交ぜながら、英語の基礎・基本が系統的に学べるよう配慮しました。

・「Look and Learn」として文型・文法に関する体系的なまとめを定期的に配置し、学習事項の整理と学習効果の強化を図りました。

2－3．言語活動の4領域を総合的・有機的に関連づけた活動が行えるように工夫しました。

・本課の「Practice!」を中心として「聞く」「話す」「読む」「書く」という言語活動の4領域が無理なく行えるよう、構成上の工夫をしました。

・課の間に、日常会話表現を中心にして4領域の融合型活動を集中的に行う「Enjoy Communication!」を設け、コミュニケーション能力の伸張を図りました。

3－1．弾力的・発展的な学習が行えるよう、使用上の便宜を図りました。

・「Try It!」や「Enjoy Communication!」には、自己表現につながるような活動が用意され、学習上発展的な活動が期待できます。

・スクリプトが巻末に掲載されています。生徒の「聞く」力の状況に応じて柔軟に活用することができます。

3－2．学習効果を配慮した写真や図を豊富に用い、また紙面効果を高める工夫を施しました。

・写真や図、イラストを厳選し、題材に関する興味を喚起すると同時に、理解が深められるように工夫をしました。

・レイアウトは、自然な目の流れや見やすさとなるよう勘案し、紙面の色遣いや、紙面を構成している各要素の配置にも工夫して、学習効果が高められるように配慮しました。

4．生徒の発展的な学習を促す各種項目が掲載されています。

・課ごとに「Say It!」や巻末付録「英語の音」を設け、音声面での自学・練習ができるような配慮をしました。

・各課の「Study It!」では、学習事項がすぐに確認できるよう「Drill」を設け、学習の強化を図りました。
